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1. はじめに 

金沢市では近年，居住の郊外化やモータリゼーシ

ョンの進行に伴うまちなかの空洞化（拡散型の都市

構造）が問題となっている．拡散型の都市構造は高齢

者などの生活利便性の低下や環境負荷などの弊害を

もたらし，人口減少・超高齢社会を迎える今後のまち

づくりの方向性として様々な都市機能がコンパクト

に集約した歩いて暮らせるまちづくりが必要であり，

その候補地となる中心市街地の活性化が必要である． 

中心市街地活性化への対策として金沢市は平成 29

年に「金沢市中心市街地活性化基本計画」を策定し，

４つの目標を定めた．その目標の１つに「歩行者と公

共交通優先のまちづくり」を掲げおり、本研究ではこ

の目標に着目する．金沢市は高い自動車分担率，中心

市街地内での過度なマイカー利用，公共交通利用者

の減少傾向にあるのが現況である．「歩行者と公共交

通優先のまちづくり」を目指す上で，更なる公共交通

の利用促進，過度なマイカー依存からの脱却、中心市

街地での回遊性の向上が必要である．回遊性の向上

のためには実際の回遊行動の把握が必要である． 

そこで，本研究ではアンケート調査を行い利用促

進への課題の抽出と GPS データを取得可能なスマホ

アプリとアンケート調査の回遊行動に関する設問よ

り詳細な回遊行動の把握を行うことを目的とする． 

 

2. 調査手法 

対象者を金沢市民とし，11 月に金沢市で開催され

た交通討論会でアンケートの配布,及び 11 月下旬に

アンケートとスマホアプリのQRコードのついた広告

を金沢市内にポスティングした． 

 

 

 

 

3. アンケート調査 

(1) アンケートの設問内容 

個人属性に関する設問と既存の公共交通への意識

に関する設問，公共交通の積極利用などの車利用者

に関する設問，公共交通への利用促進に関する設問，

中心市街地内での回遊行動についての設問を設けた． 

 

(2) アンケート回答者の基本属性 

表-1 にアンケートの回答者の性別・年代・中心街

地への来街手段を示す．アンケートの有効サンプル

数は 226 サンプルであり，性別に偏りはないが，20

代がやや多くなった．中心市街地への来街手段は自

動車で訪れる人が最も多い結果となった． 

 

(3) アンケートの回答結果 

図-1 は自動車で来街した人に公共交通の積極利

用について尋ねたもので，40 代以上に比べ 30 代以

下の若年層では利用意識が低く，利用促進への意識

啓発が重要であるといえる．40 代以上は高齢化する

につれ利用意識が減少傾向であった．代替できない

要因として，他の移動手段はあるが，利便の確保の面

で代替できない人が多く，利便性が向上すれば転換

する可能性が高いことが示唆できる． 

 

表-1 アンケートの個人属性 

 

項目 回答 (%) 項目 回答 (%)

性別 男性 52% バス 34%

(N=224) 女性 48% 電車 6%

10代 2% 徒歩・自転車 18%

20代 24% (N=223) 原付・バイク 1%

年代 30代 17% 自動車 41%

(N=224) 40代 19%

50代 21%

60代 10%

70代 6%

中心市街地へ

の来街手段
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図-1 車で来街する人の公共交通の積極利用の割合 

図-2 バスに関する 5 段階評価の CS 分析 

図-3 実際に位置情報を反映させたマップ 

 

図-2 はバスに関する 5 項目への不満を 5 段回評価

で尋ね，CS 分析を行ったものであり，終バスや定時

性が改善項目となった．その他の利用促進への取り

組みとして，金沢市では入金時の 10%のプレミア，

複数回乗車割引といった利用者へのサービスがある 

Ica という交通系 IC を導入しているが，Suica 等の全

国交通系 IC の導入には約 8 割が賛成であり，その中

には普段から公共交通を利用する人も多数おり,現

代のキャッシュレス化の進行の影響とも考えられる．

他にも，公共交通を利用した時の市街地内での買い

物などの割引を求める声も多くあり，ソフト面での

対策も有効であるといえる． 

 

4. スマートフォンアプリについて                    

実際の回遊行動の把握を行う為に，性別や年齢，免

許保有の有無などの個人属性と GPS データを取得可

能なスマートフォンアプリ「Tripre」を使用する．GPS

データを用いることにより，個人の移動を時系列順

に細かく動的データとして取得可能となる．本研究

では回遊行動を見る為の指標を来街手段，滞在時間，

行動ルート，移動距離の 4 つに着目する．それぞれ

の算出方法を下記のように定めた． 

 

①来街手段 

自動車：駐車場の利用の確認 

バス：バス路線やバス停での停車の確認 

②滞在時間 

自動車：駐車場を出てから帰ってくるまでの時間 

バス：バスを降車してからバスに乗車する間 

③行動ルート 

点間を直線で結んで得られる軌跡 

④移動距離 

行動ルートの累積距離 

 

上記の方法で各指標値を算出し，中心市街地での

回遊行動の把握を試みる．実際に位置情報をマップ

に反映させたものが図-3 である． 

 

5. 今後の課題 

今後は違う設問との関連性などを見るための分析

を行い，アンケート調査のさらなる深堀りを行う． 

 4 章で定めた指標を元に来街者の回遊行動の分析

を行い，その結果とアンケートから得られる回答と

組み合わせ考察を行う． 
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